
令和３年度事業報告について 

（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 

（特定非営利活動に係る事業） 

 

【１．特定非営利活動に係る事業】 

（１） 事業の成果 

 ２０２１年度も新型コロナウイルス感染症の拡大により、全般的に事業の展開は難しい状況にあった

が、温暖化や脱炭素について展示や講座による市民への普及啓発は一定程度実施出来たと受け止めてい

る。なお、７月からは、理事長、センター長の交代により当法人は新体制で推進した。 

川崎市地球温暖化防止活動推進センター（以下、「川崎市センター」という）では、展示・講座を再開

し、脱炭素や喫緊の課題をテーマに掲げ展開した。また、夏休み自由研究講座、かわさき環境フォーラム、

春休みエコ体験教室などの開催により、多くの市内小学生の参加を得て、子育て家族を中心とした普及

啓発に努めるとともに、常日頃からの事業者・団体とのつながりを有効に活かした開催へとつなげた。 

推進員の各プロジェクトによる小中学校への環境出前授業件数は、昨年度の３０数校の３倍にあたる

９２校、参加児童数約１１，２５０名に達した。各プロジェクトが脱炭素やＳＤＧｓなどに関する新しい

プログラムを充実させ、コロナ禍での学校のニーズを掘り起こしたともいえる。 

前年度より作成してきた「暮らしのエコ化計画」の改訂版の作成、教師用資料の作成などを中心とし

て、プロジェクトの協力のもと配布ができ、市内小学校で使われ始めたことも大きく一歩を踏み出した

点である。またそのＷＥＢ化にも着手し、当センターのホームページから閲覧が可能となり、資料等をダ

ウンロードできる状況に至った。 

こうした中で、子どもたちの環境学習の場づくりとしての「子どもエコちゃんずクラブ」は、令和３年

度末をもって活動を終了したが、令和４年度には新たな枠組みの中での開催を予定している。 

また、令和３年度は脱炭素の動きが一層加速した一年でもあった。川崎市の脱炭素・モデル事業である

「脱炭素アクションみぞのくち」の取組がスタートし、多くの事業者・団体の参画を得て、多彩なプロジ

ェクトの形成と活動が始動した。その中で、川崎市センターも中核を担うべく、各プロジェクトへの参画

をしてきた。秋には川崎市地球温暖化対策基本計画案の発表もあり、市民の意識をいかに気候変動のア

クションの行動変容へとつなげるかが大きな課題であり、今後に期待される点でもある。さらに推進員

の参画を得る方向を模索し、多くの市民を巻き込み大きなうねりへと発展させることに力を注ぎたい。 

 脱炭素かわさき市民会議の開催とその後の提案活動も、市民参加の新しい形態として注目を集めた。

知識を学び意見交換を深めることで取組の多角的な視点や実際のイメージを彷彿とさせることも可能と

なった。参加者各自のステップアップとともに、「川崎市地球温暖化対策計画」へのより有意義な提案へ

とつながったと信じる。 

 

２０１７（平成２９）年度から川崎市の補助事業として採択された「小黒恵子童謡記念館の企画・運営」

事業は令和３年度が最終年であった。コロナ禍でも多くの利用者・参加者を巻き込み一定の成果を出し

たが、人的な措置が整わず、当法人としての記念館の運営は幕を閉じることとした。 
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（２） 事業内容 

 

１）環境保全に係る普及啓発及び相談助言 

①交流コーナーを活用した相談対応、普及啓発等に係る業務 

内 容 交流コーナー管理運営、地球温暖化対策に関する情報・資料・機材等の提供、交流

コーナーを活用した普及啓発など 

日 時 ２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日（通年） 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナー 従事者人員 １０人 

対象者 川崎市民 費 用 額 ６，６００千円 ＊１ 

注）＊１＋＊３＋＊４＋＊６＋＊７＋＊17＋＊18＝１１,０２４千円（事業１） 

 

②二酸化炭素排出抑制対策事業 

内 容 地球温暖化対策に関する情報・資料・機材等の提供、地球温暖化対策に関する相

談・普及啓発など 

日 時 ２０２１年５月（補助金交付決定日）～２０２２年２月２８日 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナーほか 従事者人員 ５人 

対象者 川崎市民 費 用 額 ３，００７千円 ＊２ 

注）＊２＋＊12＋＊1３＋＊14＝５,９８６千円（事業２） 

 

２）環境保全活動を行う個人・団体の支援並びに交流及び連携の促進 

①推進員の活動支援等に関わる業務 

内 容 推進員委嘱式、研修会の開催、データベース作成など 

日 時 ２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日（通年） 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナー、高津市民館ほ

か 

従事者人員 ３人 

対象者 川崎市地球温暖化防止活動推進員 ８４人 費 用 額 １，１９５千円 ＊３ 

 

②地域における地球温暖化防止実践活動の推進に係る業務 

内 容 プロジェクト連絡調整会議等の開催・運営、イベント参加時の協力 

日 時 ２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日（通年） 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナー、川崎市内各イ

ベント会場 

従事者人員 １０人 

対象者 川崎市民、川崎市地球温暖化防止活動推進

員プロジェクトグループ 

費 用 額 １,１２９千円 ＊４ 

 

③家庭におけるＣＯ２削減支援事業 

内 容 他地域（あきる野市）のうちエコ診断におけるうちエコ診断士派遣 

日 時 ２０２２年１月 
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場 所 あきる野市 従事者人員 ２人 

対象者 あきる野市民 他 費 用 額 １１千円 ＊５ 

 

３）多様な主体間の連携推進、行政とその他主体との協働の推進 

①地球温暖化防止活動ネットワーク連携強化に係る業務 

内 容 ＣＣ川崎エコ会議の運営・開催補助、川崎市地球温暖化防止活動推進センター運営

会議の運営・開催、ＣＣかわさきホームページの運営、メールマガジンの発行など 

日 時 ２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日（通年） 

場 所 ＣＣかわさき交流コーナー、川崎市役所 従事者人員 ３人 

対象者 ＣＣ川崎エコ会議メンバー、川崎市民 費 用 額 １，３８０千円 ＊６ 

 

②かわさき環境フォーラムの開催 

内 容 市民・事業者・学校・行政が一同に会して行う各種交流、楽しめる環境出前授業や

環境体験工作、オンライン講演会、討論会の開催 

日 時 ２０２１年１２月１２日 

場 所 高津区役所 従事者人員 １０人 

対象者 川崎市民  費 用 額 ５２０千円 ＊７ 

     

③川崎市民を対象としたＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ普及啓発活動 

内 容 川崎市環境局が環境省補助「地方公共団体と連携した CO2 排出削減促進事業」を活

用した事業の内、アート制作、各イベント会場等で川崎市民に対して行う地球温暖

化対策の普及啓発活動 

日 時 ２０２１年６月～２０２２年２月２８日 

場 所 川崎市内 従事者人員 ７人 

対象者 川崎市民  費 用 額 ２,７６９千円 ＊９ 

      

４）環境学習・環境教育の企画運営及び環境保全活動の指導者育成 

①川崎市地域環境リーダー育成講座企画運営業務 

内 容 全講座の企画・運営・実施及び修了後のスキルアップ・交流会開催など 

日 時 ２０２１年６月～２０２２年１月（全８回） 

場 所 大山街道ふるさと館ほか 従事者人員 ６人 

対象者 川崎市民 受講生２０名 費 用 額 ７４０千円 ＊11 

   

②SDGs関連をはじめ多彩なプログラムで対応する出前授業及び講座の調整と実施 

内 容 実践活動グループの出前授業の調整、講座の企画・運営・実施 

日 時 ２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日（通年） 

場 所 川崎市内小・中学校 従事者人員 ４人 
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対象者 川崎市内小・中学生 費 用 額 １，４３８千円 ＊12 

   

③環境エネルギー・ラボ２０２１の開催 

内 容 家族みんなで楽しく学び、体験理解できる環境イベントを実施 

日 時 ２０２１年１２月１２日 

場 所 高津区役所 従事者人員 ２人 

対象者 川崎市民  費 用 額 ３８９千円 ＊13 

 

５）環境保全に係る調査研究及び情報提供 

①二酸化炭素排出抑制対策事業 

 

 

 

 

 

６）伝統文化等に係る活動の推進及び普及啓発 

①小黒恵子童謡記念館運営 

内 容 小黒恵子童謡記念館運営、童謡の普及啓発等 

日 時 ２０２１年４月～２０２２年３月（通年） 

場 所 小黒恵子童謡記念館 従事者人員 １０人 

対象者 川崎市民 費 用 額 ２１，３５９千円 ＊15 

 注）＊15＋＊16＝２５，４９２千円（事業９） 

   本事業は、２０２２年３月３１日で終了した。 

 

７）子どもの健全育成に係る活動の推進 

  ①小黒恵子童謡記念館における子ども向け事業 

内 容 小黒恵子童謡記念館を使って子ども向けの体験イベント、講座を開催 

日 時 ２０２１年４月～２０２２年３月（通年） 

場 所 小黒恵子童謡記念館 従事者人員 １０人 

対象者 川崎市民 費 用 額 ４，１３３千円 ＊16 

本事業は、２０２２年３月３１日で終了した。 

 

②こどもエコちゃんずクラブの実施 

内 容 毎月、異なるテーマで環境講座等を実施。講座、体験講座、実験等。 

日 時 ２０２１年４月～２０２２年３月 

場 所 高津市民館、川崎市内 従事者人員 ２人 

対象者 川崎市民 費 用 額 １００千円  ＊17 

   本事業は、２０２２年３月で終了した。 

内 容 温室効果ガス排出抑制等のための照会・相談・助言、排出実態の把握、分析など 

日 時 ２０２１年４月～２０２２年３月（通年） 

場 所 川崎市内、ＣＣかわさき交流コーナー 従事者人員 ４人 

対象者 川崎市民 費 用 額 １，１５２千円 ＊14 
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８）持続可能な開発目標（SDGs）の推進 

①SDGｓをテーマにした講座の開催 

内 容 SDGsについての展示を行うとともに、事業者向け、市民向けの講座を開催 

日 時 ２０２１年４月～２０２２年３月（通年） 

場 所 高津市民館 従事者人員 ２人 

対象者 川崎市民、川崎市内の事業者 費 用 額 １００千円      ＊18 

 

９）行政や社会への提案・助言 

①市民を対象とした「脱炭素かわさき市民会議」の実施 

内 容 「脱炭素かわさき市民会議」の事務局として、脱炭素かわさき市民会議の運営補助

を行なった。 

日 時 ２０２１年４月～２０２２年２月 

場 所 川崎市内 従事者人員 ７名 

対象者 川崎市民 費 用 額 ３,２９７千円  ＊19 

 


